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　岩手県にあるトンネルの多くは道路用、鉄道用を
問わず「山岳トンネル」である。山岳トンネルとは、
文字通り山（岩盤）を貫通するように掘削したトン
ネルを指す。この山岳トンネルは、地震に対してど
の程度安全なのだろうか。

うち、山岳トンネルの被害記録が残されている地震
（表を参照）。これらの調査報告を紐解

くとトンネル被害の多くは、補修せずにトンネルを
供用しても問題の少ない軽微なものであることに気
がつく。具体的な被害例としては、覆工コンクリー
トのひび割れ・剥離、ひび割れ箇所からの漏水など
がある。
　一方で、補強・補修せずに放置すると将来トンネ
ルの崩壊につながるような、大きなトンネル被害も
確認されている。覆工コンクリートの圧縮・せん断、
引張ひび割れ、覆工コンクリートの大規模剥落、側
壁コンクリートの損傷、打継ぎ目の食違い・目開き
などが補強・補修を必要とする被害例として上げら
れる。
　長期間トンネルが不通となるような甚大な被害も
発生してはいるが、その数は少ない。トンネルにお
ける甚大な被害とは、トンネルの崩落、地すべり・
斜面崩壊・岩盤崩落による坑門（出入口）の埋没、
トンネルと交差した断層がずれることによるトンネ
ル破壊などを指す。これらの被害は経済的損失のみ
ならず、地震発生時にトンネル内を通過していた人
々閉じ込められる・生き埋めになるなどの人的被害
に直結する深刻な被害である。

おけるトンネル被害について触れる。土木学会トン
ネル工学委員会の調査報告によると、本地震はマグ

あった。過去の地震被害例で確認されたような致命
的なトンネル被害を免れることができたことは、幸
いである。


